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派遣の開始は1955年で､東パキスタン時代に遡る｡ l) 過去10年間 (1988年度
から1998年度まで)の大使館推薦および大学推薦の奨学生の人数の推移は在
バングラデシュ日本大使館の資料によると以下の通 りである｡ =)
























































































































a.開講年度 :1972年 ｢大使館日本語講座｣ として開始
b.コースの種類 と学習期間および学習時間数
初級1年､中級1年




















































長崎大学留学生センター紀要 第8号 2000年 107
開始｡10月にラマダン休暇 2週間､ 3月に 1週間の休みがある｡)
(b) 授業時間帯
9:00-ll:00､14:00-16:00､16:00-18:00











1クラス 30名 出席率 60-70%
週 3回 (ドリル2回､文法説明+漢字 1回)
教科書 『新日本語の基礎』L16またはL17-L36またはL37


















常勤2名 (うち日本人2名)､非常勤2名 (うち日本人 1名)

























文部省の奨学生 として日本に留学 したい､AOTSの研修で日本に行 きたい
という者が大半を占める｡ 社会人で商売に興味がある者もいる｡
∫. 教員数



























り､日本語を学習 した くても､その場がない人がかなりいるようである｡ ま
た､AOTS同窓会日本語学校のような日本に母体を持つ機関を除き､設備 ･教




















数の中でバングラデシュからの留学生数は第 8位に位置する｡ 中国 ･韓国 ･
台湾を除 くアジアの中でマレーシア ･インドネシア ･タイについで多 く､バ








(1)留学の種別 :国費留学 (5名) 私費留学 (1名)
(2)留学目的 :学位取得 うち博士号 (5名) 学士号 (1名)
長崎大学留学生センター紀要 第 8号 200年 FffJ
(3)帰国後経過年数 :
2年以内 (3名)､10年以上 (1名)､20年以上 (2名)
(4)現在の職種 :













ビューの申し入れを受けて くれた｡全員 日本での留学経験 をプラス評価 して
いる｡
この6名に共通 していたことは､日本滞在中に大学以外で 日本人と親密な
人間関係が築けたということである｡ なかには親戚 と同じように付 き合って
いるという答えもあった｡バングラデシュに日本でお世話になった大家さん
を招待 したという人もいる｡ 大学だけではなく､生活の場である地域の中に､


























































スよりずっと多 く､受講希望者 も多いのに､日本政府はどうして援助 しないのか
という質問を受けた｡
81998年5月 1日現在｡ 文部省学術国際局留学生課 (1999)『我が国の留学生制度
の概要一受け入れお よび派遣』p.8
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